
古典Ｂ受講者へ（人文３３・自然）

•「小野篁、広才のこと」に出てくる助動詞を中心

に解説しています。このスライドを参考に本文の現

代語訳を完成させてください。



助
動
詞
の
学
習
①

～
小
野
篁
、
広
才
の
こ
と
～



助
動
詞
と
は
・
・
・

一
つ
の
助
動
詞
で
複
数
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

動
詞
な
ど
の
後
に
つ
く
こ
と
で
、
時
制

な
ど
の
文
法
的
機
能
を
表
す
言
葉
。

古
文
を
読
み
解
く
上
で
必
ず
必
要
！



助
動
詞
「
け
り
」

文
章
内
で
も
っ
と
も
よ
く
見
る
助
動
詞
。

意
味過

去
（
伝
聞
過
去
・
間
接
経
験
の
過
去
）

「
～
た
。
・
～
た
そ
う
だ
。
」

詠
嘆「

～
だ
な
あ
。
・
～
こ
と
だ
。
」

「
け
り
」
が
「
詠
嘆
」
の
意
味
に
な
る
パ
タ
ー
ン
。

①
和
歌
中
の
「
け
り
」

②
会
話
文
中
の
「
け
り
」

教
科
書
Ｐ
二
八
〇
の
活
用
表
を
覚
え
る
こ
と
！



助
動
詞
「
む
」

理
解
に
つ
ま
づ
く
助
動
詞
そ
の
１
。

意
味推

量
「
～
だ
ろ
う
。
」

意
志

「
～
し
よ
う
。
」

勧
誘
（
適
当
）

「
～
が
よ
い
。
・
～
し
ま
せ
ん
か
。
」

婉
曲

「
～
よ
う
な
。
」

仮
定

「
～
と
し
た
ら
。
」



助
動
詞
「
む
」
②

「
む
」
の
意
味
の
見
分
け
方
。

①
「
む
」
が
文
中
・
文
末
ど
ち
ら
に
あ
る
か

確
認
。

②
文
末
に
あ
る
場
合
。

推
量
・
意
志
・
勧
誘
（
適
当
）
の

い
ず
れ
か
。

推
量

古
文
は
そ
も
そ
も
、
主
語
が
省
略
さ
れ

る
こ
と
が
多
い･

･
･

。

し
か
し
・
・
・

主
語
が
三
人
称
な
ら
ば
推
量
の
意
味
を
と
る
。

（
例
）
彼
、
行
か
む
。

「
彼
は
、
行
く
だ
ろ
う
。
」

ど
う
す
れ
ば･

･
･



助
動
詞
「
む
」
③

推
量
以
外
の
見
分
け
方
か
ら
覚
え
る
。

意
志

・
主
語
が
二
人
称
な
ら
意
志
の
意
味
を
と
る
。

（
例
）
我
、
行
か
む
。

「
私
は
、
行
こ
う
。
」

・
「
む
」
の
後
に
引
用
の
格
助
詞
「
と
・
と
て
」
が

続
く
時
も
意
志
の
意
味
を
と
る
。

（
例
）
か
ひ
も
ち
ひ
召
さ
せ
ん
（
む
）
。
」
と
て

「
ぼ
た
も
ち
を
ご
ち
そ
う
し
よ
う
。
』

と
言
っ
て
」

このパターンが覚え

やすく、よく見かける。

勧
誘

・
「
こ
そ
～
め
」
の
形
な
ら
勧
誘
の
意
味
を
と
る
。

（
例
）
命
長
引
く
と
こ
そ
思
ひ
念
ぜ
め
。

「
命
が
長
引
く
よ
う
に
と
心
の
中
で
祈
る

の
が
よ
い
。
」



助
動
詞
「
む
」
④

文
中
の
「
む
」
に
注
目
す
る
パ
タ
ー
ン

仮
定

「
む
」
の
後
に
助
詞
が
来
た
ら
仮
定
の
意
味

を
と
る
。

（
例
）
花
の
咲
か
む
を
見
る
。

「
花
が
咲
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
見
る
。
」

格
助
詞

婉
曲

「
む
」
の
後
に
名
詞
が
来
た
ら
婉
曲
の
意
味

を
と
る
。

（
例
）
花
の
咲
か
む
時
。

「
花
が
咲
く
よ
う
な
時
。
」

名
詞

助
動
詞
「
む
」
の
ま
と
め

①
「
む
」
の
意
味
は
文
中
に
あ
る
か
、
文
末
に

あ
る
か
で
判
断
す
る
。

②
文
末
に
あ
る
「
む
」
は
推
量
・
意
志
・
勧
誘

文
中
に
あ
る
も
の
は
仮
定
・
婉
曲

③
教
科
書
Ｐ
二
八
〇
の
活
用
表
を
覚
え
る
こ
と
。



助
動
詞
「
ら
む
」

現
在
の
時
制
に
関
し
て
用
い
る
。

意
味

現
在
推
量

「
（
今
頃
は
）
～
い
る
だ
ろ
う
。
」

現
在
の
伝
聞
（
人
か
ら
き
い
た
こ
と
。
）

「
～
い
る
と
か
い
う
。
」

現
在
の
婉
曲
（
人
か
ら
き
い
た
こ
と
。
）

「
～
い
る
よ
う
な
。
」

「む」は未来の時制、

「らむ」は現在の時制

推
量
に
関
す
る
助
動
詞
は
数
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
。



助
動
詞
「
ら
む
」
②

「
ら
む
」
の
意
味
の
見
分
け
方

現
在
推
量

・
「
ら
む
」
が
文
末
に
あ
れ
ば
現
在
推
量

（
例
）
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
つ
た
山

夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

「
風
が
吹
く
と
沖
の
白
波
が
立
つ
。
竜
田
山
を

こ
の
夜
中
に
一
人
で
越
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」

現
在
の
伝
聞
・
婉
曲

・
「
ら
む
」
が
文
中
に
あ
れ
ば

現
在
の
伝
聞
・
婉
曲

（
例
）
鸚
鵡
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。

人
の
い
ふ
ら
む
言
を
ま
ね
ぶ
ら
む
よ
。

「
オ
ウ
ム
は
、
と
て
も
趣
深
い
。
人
が
話
す
よ
う
な

言
葉
を
ま
ね
す
る
と
か
い
う
。
」

（
基
本
は
現
在
の
伝
聞
で
訳
し
て
み
る
。

違
和
感
が
あ
れ
ば
婉
曲
に
直
す
。
）



助
動
詞
「
じ
」

「
負
け
じ
」
の
意
味
が
分
か
れ
ば
覚
え
や
す
い
。

打
消
意
志

「
～
な
い
つ
も
り
だ
。
」

打
消
意
志

・
主
語
が
一
人
称
な
ら
打
消
意
志
の
意
味
を

と
る
。

（
例
）
（
我
）
京
に
は
あ
ら
じ
。

「
（
私
は
）
都
に
は
い
な
い
つ
も
り
だ
。
」

意
味打

消
推
量

「
～
な
い
だ
ろ
う
。
」

意
味
の
見
分
け
方

打
消
推
量

・
打
消
意
志
に
あ
て
は
ま
ら
な
け
れ
ば

打
消
推
量
。

（
例
）
月
ば
か
り
お
も
し
ろ
き
も
の
は
あ
ら
じ
。

「
月
ほ
ど
趣
深
い
も
の
はな

い
だ
ろ
う
。
」


